定例記者会見発言録


日　　時：令和５年11月22日（火）14時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、総務部長、未来政策部長、財務部長、産業部長、防災危機管理課長、生涯学習課主幹
報道機関：読売新聞社、時事通信社、福島民報社、福島民友新聞社、ＮＨＫ福島放送局
発表項目：市長から下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　令和５年伊達市議会定例会第６回定例会議提出議案概要
資料２　災害時におけるレンタル資機材の提供に関する協定を締結	
資料３　伊達のあんぽ柿の魅力を発信！				
資料４　「政宗青空市場」を開催						
資料５　生成ＡＩ「ＣｈａｔＧＰＴ」の業務活用スタート			
資料６　福島県指定史跡及び名勝「梁川城跡」の発掘調査現地説明会を開催"
資料７　滋賀県草津市　草津駅西口商店街からクリスマスブーツオブジェが寄贈"	

《質疑応答》----------------------------------------------------------------

生成ＡＩ「ＣｈａｔＧＰＴ」の業務活用スタート
　■　ＣｈａｔＧＰＴの業務活用について
　　記　　者　ＣｈａｔＧＰＴの業務活用にかかる伊達市の課題はありますか。また、ガイドライン策定の見通しはありますか。
　　市　　長　課題としては、正確性があげられます。文書として出来たものは、担当がしっかり確認して外に出す必要があります。また、個人情報の流出についての課題については、庁内のビジネスチャットのみで利用することで、情報が外に出ない、ＡＩが学習できないような仕組みにしています。
しっかり安全な形で活用していきます。
　　総務部長　ガイドラインは11月16日に作成済みであり、12月１日運用開始となります。

その他
■　市政ふれあい懇談会について
　　記　　者　先週１週間、市政ふれあい懇談会が旧５町で開催されましたが、市民の声を聴いて対応していきたいことはありますか。 
　　市　　長　人口減少が問題だと思っています。問題解決のため、働く場所の確保と定住のための子育て支援の充実を進めていきます。
働く場所の確保については、工業団地や大型商業施設の開業をできるだけ早く進めていきます。また、子育て支援については、こども園や放課後児童クラブ施設充実のための事業を早く確実に実施し、子どもたちが安全・安心して過ごせる場所を作っていきます。
　　　　　　 また、課題として、若い人の参加が少なかったように思いました。市ホ
ームページや広報紙で通知しましたが、なかなか懇談会が浸透していない
のが現実です。
今後は通知の仕方を変えて個別に通知し、若い人の参加を促していきた
いと思います。

　■　市内施設オープンにかかる手ごたえについて
　　記　　者　月舘のおての里きてみ～なや高子北地区のＵ－プレイス伊達がオープ
ンして１カ月ほどになりますが、市長の手ごたえはいかがでしょうか。
　　市　　長　おての里きてみ～なは団体の宿泊があり、先週の土日に満室になり好調
だと聞いており、手ごたえはあったと思っています。
今後も合宿や行事等で活用していただきたいと思っています。
また、Ｕ－プレイス伊達については、完全オープンはこれからですが、
立地の良さなどを含め、たくさんの方が訪れていただけるようＰＲをし
ていきたいと思います。
　　未来政策部長　補足ですが、Ｕ－プレイス伊達内のレストランは先日オープンしたところです。
食事に訪れる方や若い方の利用があると伺っていますので、好評な
滑り出しであると理解しています。
[bookmark: _GoBack]
■　伊達橋仮橋供用開始にかかる効果について
記　　者　10月29日に伊達橋の仮橋が供用開始になり、伊達市の経済や地域交流で認識している変化はありますか。
市　　長　地域交流について具体的な報告は受けておりませんが、交通量が多くなり、経済活動の活性化や地域交流ができていると認識しています。
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